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この冊子は１部当たり約 24 円で作成しています（人件費など間接経費は含まれていません）。
また、企業広告による掲載料は、広報伊万里の作成費の貴重な財源となっています。

広 報

9月

　８月17日、ＪＡ伊万里本所駐車場で
『伊万里市消防団夏季点検』が実施され
ました。今年は、４年ぶりとなる『小隊
訓練競技大会』が行われ、出場した12
分団が団結力や確実軽快な動作、厳正
な態度など、日ごろの規律訓練の成果
を披露。一糸乱れぬ団結力を発揮した
大川分団が６回目の優勝を飾りました。

今 月 の トォフ
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４
月
　
伊
万
里
市
制
施
行

　
　
　
伊
万
里
市
役
所
開
庁

（
現
在
の
大
坪
公
民
館
敷
地
）

　
　
　
第
１
回
臨
時
市
議
会

（
議
員
総
数
１
８
２
人
）

５
月
　
初
代
市
長
　
橋
口
四
郎
氏

　
　
　
市
章
決
定

昭
和
31
年

６
月
　
各
支
所
を
出
張
所
に
改
称

昭
和
32
年

６
月
　
坂
本
満
次
郎
氏
、
名
誉
市

民
と
な
る

７
月
　
山
代
町
西
大
久
保
地
す
べ

り
（
死
者
７
人
）

昭和29年
1954

昭
和
29
年

伊万里市 60 年の　  軌跡

古
場
公
園
が
玄
海
国
定
公

園
に
編
入

昭
和
45
年

４
月
　
第
３
代
市
長
　
竹
内
通
教
氏

８
月
　
伊
万
里
港
『
植
物
輸
入
港
』

に
指
定

10
月
　
八
幡
岳
、
県
立
自
然
公
園

に
指
定

昭
和
46
年

３
月
　
国
見
台
野
球
場
完
成

６
月
　
故
黒
木
右
馬
氏
、
名
誉
市

民
と
な
る

７
月
　
第
１
回
港
ま
つ
り
開
催

10
月
　
伊
万
里
港
『
検
疫
港
』
に

指
定

11
月
　
市
民
会
館
落
成

昭
和
47
年

３
月
　
名
村
造
船
所
進
出
本
協
定

４
月
　
伊
万
里
大
川
内
山
鍋
島
藩

窯
公
園
開
園

昭
和
60
年

10
月
　
日
本
丸
伊
万
里
港
寄
港

昭
和
61
年

11
月
　
伊
萬
里
津
大
橋
開
通

（
古
伊
萬
里
の
大
壺
設
置
）

昭
和
62
年

９
月
　
国
見
台
陸
上
競
技
場
全
天

候
型
改
修
工
事
完
了

昭
和
63
年

４
月
　
松
浦
鉄
道
㈱
開
業

平
成
元
年

７
月
　
木
工
芸
セ
ン
タ
ー
・
ピ
ノ

キ
オ
の
家
完
成

平
成
２
年

11
月
　
都
川
内
ダ
ム
完
成

平
成
15
年

３
月
　
伊
万
里
湾
大
橋
開
通

11
月
　
山
下
徳
夫
氏
、
名
誉
市
民

と
な
る

　
　
　
中
国
・
大
連
航
路
開
設

　
　
　
伊
万
里
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
知
的
特
区

に
認
定

平
成
16
年

４
月
　
市
火
葬
場
廃
止
、
や
す
ら

ぎ
斎
苑
供
用
開
始

　
　
　
都
市
計
画
道
路
伊
万
里
駅

前
線
開
通

８
月
　
中
国
・
上
海
航
路
開
設

平
成
18
年

４
月
　
い
ま
り
夢
み
さ
き
公
園
開
園

９
月
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
に
よ
る
市
学
校

昭
和
30
年
〜

平
成
元
年
〜

　

昭
和
29
年
４
月
１
日
に
伊
万

里
湾
の
総
合
開
発
を
主
要
な
動

機
と
し
て
、
伊
万
里
湾
を
囲
む

２
町
７
村
の
合
併
に
よ
り
、
人

口
約
８
３
０
０
０
人
、
総
面
積

２
５
２
・
４
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
伊
万
里
市
が
誕
生
し
、
今

年
、
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

人
間
で
は
、
還
暦
の
年
で
あ
り

ま
す
。
ひ
と
口
で
60
年
と
言
い
ま

し
て
も
、
そ
の
間
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ
る
石
炭

産
業
の
消
滅
や
、
未
曽
有
の
大
水

害
、
石
油
危
機
に
端
を
発
し
た
構

 
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
て

造
不
況
な
ど
、
幾
多
の
試
練
を
乗

り
越
え
、
絶
え
ず
変
化
す
る
社
会

情
勢
の
な
か
で
、
都
市
基
盤
の
整

備
や
企
業
誘
致
な
ど
、
活
発
な
産

業
活
動
と
豊
か
な
市
民
生
活
を

支
え
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
市
は
、
伊
万

里
湾
に
大
規
模
な
工
業
団
地
が

造
成
さ
れ
、
多
く
の
企
業
が
立
地

す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
や
伊
万
里
湾
大
橋
な
ど

国
際
交
易
基
地
と
し
て
の
整
備
、

西
九
州
自
動
車
道
な
ど
の
道
路

整
備
や
市
街
地
の
区
画
整
理
事

業
が
進
み
、
西
九
州
北
部
の
中
核

都
市
と
し
て
の
機
能
と
風
格
を

備
え
、
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

今
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
美
し

い
自
然
に
抱
か
れ
、
素
晴
ら
し
い

歴
史
を
築
い
て
き
た
こ
の
伊
万

里
市
を
、
し
っ
か
り
と
次
代
へ
と

引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
り

ま
す
。

　

60
周
年
の
節
目
の
年
を
、
先
人

へ
の
感
謝
の
意
を
込
め
て
市
民

の
皆
さ
ん
と
祝
う
と
と
も
に
、
次

な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
と
大
き
く
飛

躍
す
る
よ
う
起
点
の
年
と
位
置

付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
60
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
伊
万
里
市
づ
く
り
を
考
え
、

さ
ら
に
は
、
郷
土
へ
の
自
信
と

誇
り
を
持
つ
契
機
と
な
る
よ
う

期
待
い
た
し
ま
す
。

　

折
し
も
、
私
自
身
、
市
長
４

期
目
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
重

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
市
政
運
営

を
担
う
市
長
と
し
て
、
今
一
度
、

原
点
に
立
ち
返
り
、
市
民
の
先

頭
に
立
ち
、
社
会
の
変
化
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
将
来
の
発
展
を

見
据
え
た
礎
を
着
実
に
築
い
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

伊
万
里
市
長　

塚
部　

芳
和

22014.9



特集　市制施行60周年

平成26年
2014

伊万里市 60 年の　  軌跡

昭
和
34
年

９
月
　
市
消
防
署
を
設
置

昭
和
36
年

４
月
　
昭
和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、

大
坪
小
に
ご
巡
行

10
月
　
故
武
藤
庄
三
郎
氏
、
名
誉

市
民
と
な
る

昭
和
37
年

２
月
　
交
通
安
全
都
市
宣
言

４
月
　
第
２
代
市
長
　
山
口
正
次
氏

11
月
　
第
１
回
市
文
化
祭
開
催

昭
和
38
年

９
月
　
国
見
台
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

落
成

　
　
　
第
16
回
県
民
体
育
大
会
伊

万
里
市
で
開
催

昭
和
39
年

３
月
　
貿
易
第
一
船
入
港（
赤
岩
丸
）

昭
和
40
年

３
月
　
暴
力
追
放
安
全
都
市
宣
言

５
月
　
伊
万
里
市
子
ど
も
ク
ラ
ブ

連
合
会
発
足

昭
和
41
年

３
月
　
伊
万
里
市
商
店
街
連
合
会

結
成

７
月
　
県
、
伊
万
里
湾
開
発
構
想

を
発
表

昭
和
42
年

６
月
　
伊
万
里
港
開
港
指
定

７
月
　
７
・
９
水
害
（
死
者
12
人
）

９
月
　
伊
万
里
港
『
木
材
輸
入
特

定
港
』
に
指
定

10
月
　
福
島
大
橋
開
通

11
月
　
出
入
国
管
理
港
指
定

昭
和
43
年

５
月
　
国
見
炭
鉱
、
楠
久
炭
鉱
閉
山

７
月
　
高
尾
山
、
大
平
山
、
竹
の

調
印

11
月
　
市
の
木
（
マ
キ
）
と
花
（
ツ

ツ
ジ
）
決
定

昭
和
48
年

４
月
　
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド
完
成

８
月
　
新
市
庁
舎
完
成（

立
花
台
地
）

９
月
　
国
見
台
プ
ー
ル
完
成

昭
和
49
年

５
月
　
市
人
口
６
万
人
を
超
え
る

８
月
　
一
坪
図
書
館
（
市
内
50
か

所
）
開
館

11
月
　
橋
口
四
郎
氏
、
名
誉
市
民

と
な
る

昭
和
50
年

４
月
　
伊
万
里
バ
イ
パ
ス
完
成

８
月
　
市
消
防
庁
舎
完
成

（
立
花
台
地
）

昭
和
51
年

３
月
　
歴
史
民
俗
資
料
館
完
成

昭
和
52
年

10
月
　『
体
力
つ
く
り
内
閣
総
理

大
臣
賞
』
受
賞

11
月
　
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言

　
　
　
国
見
有
料
道
路
開
通

昭
和
54
年

５
月
　
市
民
病
院
改
築
完
成

11
月
　『
交
響
詩
伊
万
里
』
発
表

昭
和
55
年

３
月
　
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産

業
会
館
完
成

昭
和
57
年

12
月
　
九
州
電
子
金
属
㈱
（
現
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
）
進
出
協
定
調
印

昭
和
59
年

８
月
　
第
１
回
伊
万
里
の
夏
・

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
開
催

平
成
３
年

６
月
　
移
動
図
書
館
『
ぶ
っ
く
ん
』

ス
タ
ー
ト

７
月
　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
オ
ー
プ
ン

　
　
　
市
陶
器
商
家
資
料
館
開
館

平
成
４
年

10
月
　
市
民
セ
ン
タ
ー
落
成

平
成
６
年

１
月
　
山
口
正
次
氏
、
名
誉
市
民

と
な
る

４
月
　
第
４
代
市
長
　
川
本
明
氏

平
成
７
年

７
月
　
市
民
図
書
館
開
館

平
成
９
年

４
月
　
韓
国
・
釜
山
港
と
の
定
期

コ
ン
テ
ナ
航
路
開
設

平
成
11
年

７
月
　
黒
澤
明
記
念
館
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
タ
ジ
オ
開
館

11
月
　
竹
内
通
教
氏
、
名
誉
市
民

と
な
る

平
成
12
年

４
月
　
森
永
公
園
開
園

　
　
　
国
道
４
９
８
号
松
浦
バ
イ

パ
ス
全
線
開
通

平
成
13
年

１
月
　
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

３
月
　
前
田
家
住
宅
が
国
の
有
形

文
化
財
に
登
録

平
成
14
年

４
月
　
第
５
代
市
長
　
塚
部
芳
和
氏

５
月
　
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
館
開
館

10
月
　
市
駅
ビ
ル
オ
ー
プ
ン

給
食
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

　
　
　
豪
雨
襲
来
（
死
者
３
人
）

12
月
　
い
じ
め
な
し
都
市
宣
言

平
成
19
年

６
月
　『
家う

ち
ど
く読

』
ス
タ
ー
ト

平
成
21
年

10
月
　
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
い
ま
り
ん
モ
ー
モ

ち
ゃ
ん
』
誕
生

平
成
22
年

２
月
　
第
４
工
業
用
水
道
竣
工

８
月
　
伊
万
里
港
『
重
点
港
湾
』

に
選
定

10
月
　
こ
ど
も
読
書
の
ま
ち
・
い

ま
り
宣
言

平
成
23
年

３
月
　
大
坪
バ
イ
パ
ス
開
通

11
月
　
伊
萬
里
ま
ち
な
か
一
番
館

開
館

　
　
　
伊
万
里
港
『
日
本
海
側
拠

点
港
』
に
選
定

12
月
　
井
手
口
川
ダ
ム
（
本
体
）

竣
工

平
成
24
年

３
月
　
川
南
造
船
所
跡
建
物
解
体

４
月
　
伊
万
里
有
田
共
立
病
院
開
院

平
成
25
年

４
月
　
伊
万
里
港
七
ツ
島
国
際
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
拡

張
完
了
、
供
用
開
始

11
月
　
佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組

合
ご
み
処
理
施
設
起
工

平
成
26
年

４
月
　
伊
万
里
・
有
田
消
防
組
合

発
足

昭
和
50
年
〜

平
成
10
年
〜

　昭和 29 年４月１日、２町７村が大同団結し、伊万里市が誕生しました。
今年 60 周年を迎えた私たちのふるさと伊万里。誕生から今日までの歩みを、
年表と写真で振り返ります。

平
成
20
年
〜

◀
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 昭和 29 年３月 13 日
　 合併調印式

昭和 29 年昭和 40 年代

昭和 30 年代

昭和 50 年代

 昭和 29 年４月
　 伊万里市役所開庁

 昭和 48 年４月
　 銀天街アーケード完成

 昭和 42 年７月９日　大水害

 昭和 35 年ごろ
　 立川炭鉱（昼食風景）

 昭和 32 年７月
　 山代町人形石山地すべり

 昭和 48 年８月 19 日
　 新市庁舎完成

 昭和 47 年３月
　 （株）名村造船所進出

 昭和 59 年４月
　 鍋島藩窯公園開園

 昭和 57 年 12 月　九州電子金属
（株）（現 SUMCO）進出

 昭和 50 年４月
　 伊万里バイパス完成

 昭和 44 年 11 月　昭和天皇・皇 
后両陛下、伊万里駅をご通過

 昭和 51 年 10 月　伊万里少年軟 
式野球クラブが国体で優勝

〜 伊万里市が誕生してから平成９年までの
主な出来事を写真で振り返ります 〜

※続きは、来月号に掲載します。

写真で綴る伊万里の風景（その①）
【昭和29年〜平成９年】
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実施予定の記念事業
▶伊万里市野球講演会
　９月６日（土）
▶ブックスタート講演会
　９月 10 日（水）
▶いまりんバス感謝Week・Day
　９月 16 日（火）〜 22 日（月）、
　10 月 25 日（土）、26 日（日）
▶森永太一郎展
　９月 21 日（日）〜 11 月 16 日（日）
▶いきいき健康づくりフェスタ
　９月 23 日（火・祝）
▶リサイクルフェア
　９月 23 日（火・祝）
▶市民体育祭
　10 月 19 日（日）
▶市制施行60周年記念式典
　11 月３日（月・祝）
▶ＮＨＫ全国放送公開番組『俳句王
国がゆく』

　11 月 15 日（土）
▶海洋深層水2014伊万里大会市民
講演会 

　11 月 19 日（水）
▶宝くじふるさとワクワク劇場
　11 月 30 日（日）
▶市民音楽祭
　12 月７日（日）
▶伊万里市教育研究大会
　12 月 25 日（木）
▶ハーフマラソン大会
　平成 27 年１月 11 日（日）
▶福岡都市圏におけるテレビＣＭ放映
　平成 27 年２月〜
▶食のまちづくりフォーラム
　平成 27 年２月８日（日）
▶家読推進講演会・家読川柳コンテ
スト

　平成 27 年２月 15 日（日）
▶おいしい水ペットボトル製造

※実施・開催中の事業
▷市制施行 60 周年記念ロゴ入り偽造

防止用紙による市の諸証明書発行
 ４月１日（火）〜
▷伊万里フェア（ＡＮＡクラウンプラ

ザホテル福岡）
 ７月１日（火）〜９月 30 日（火）
▷『広報伊万里』バックナンバー公開
 ８月１日（金）〜

昭和 60 年代

 昭和 61 年３月
　 テレトピアモデル指定

 昭和 63 年３月
　 下水道管

かんきょ

渠・浄化センター完成

特集　市制施行60周年

平成９年まで

  平成９年４月　韓国・釜山港との
　  定期コンテナ航路開設

 平成７年７月
　 市民図書館オープン

 昭和 63 年４月
　 中国大連市からの太極拳指導

 平成４年 10 月
　 市民センター落成

 平成６年４月　古伊万里文化の香
り漂う街づくり修景事業

 昭和 60 年 10 月
　 日本丸伊万里港寄港

 平成２年８月　第１回伊万里の 
夏・どっちゃん祭り開催

 平成３年７月
　 イマリンビーチ オープン
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● 問合先　企画政策課企画係（　☎㉓２１２４）

まちづくりの基本方向　その１
　すべての人が、生涯にわたり安心して生活できる健康長寿のまちの実現
に向け、保健サービスの提供や地域医療の充実に努めるほか、高齢者の社
会参加や介護、障害者の自立、子育て家庭を地域ぐるみで支援する体制の
整備を進めます。

● 地域福祉の充実　● 高齢者支援の充実　● 障害者支援の充実　● 子育て支援の充実　
● 低所得者福祉の推進　● 保健活動の推進　● 医療体制の充実　

● 愛の一声運動推進事業　● 介護サービス給付事業　● 障害者介護・訓練等給付事業　
● 延長保育促進事業　● 子どもの医療費助成事業　● 健康診査事業　● 特定保健指導事業
● 伊万里・有田地区医療福祉組合運営事業

目標達成のための施策

上記施策を推進するための主な事務事業

安心で健やかな暮らしづくり  福祉・保健・医療

まちづくりの基本方向　その２
　未来を担う子どもたちの教育環境の整備をはじめ、スポーツ
や生涯学習に親しむ環境の充実に努めるほか、文化財の保存や
異文化との交流などを進めます。

● 生涯学習の推進　● 青少年の健全育成の推進　● 学校教育の推進　
● スポーツの振興　● 人権教育と啓発の推進　● 文化活動の推進　● 文化財の保護と活用　

● 公民館活動事業　● 家読推進事業　● 青少年育成市民会議支援事業　
● 学力向上対策事業　● 小中学校耐震改修事業　● 生涯・競技スポーツ大会開催事業
● 人権意識啓発事業　● 市民センター自主事業　● 市指定文化財保護促進事業　

目標達成のための施策

上記施策を推進するための主な事務事業

創造的で心豊かなひとづくり  教育・文化

活力あふれ          ひとが輝く
安らぎの          まち 伊万里

　市では、将来都市像やまちづくりの基本方向を定めた第５次総合計画『基本構想』（計画期間：平成 21 年度〜
30 年度）と、将来都市像を実現するための具体的な取り組みを掲げた総合計画『前期基本計画』（計画期間：平成
21 年度〜 25 年度）に基づいて各種事業を進めてきました。
　今回、前期基本計画の期間が終了したため、新たに総合計画『後期基本計画』（計画期間：平成 26 年度〜 30 年
度）を策定しました。

総合計画『後期基本計画』とは

　後期基本計画では、前期基本計画がスタートした平成 21 年度以降の５年間における時代潮流の変化を踏まえ、
本市を取り巻く課題を整理したうえで、７項目にわたる取り組み（防災や伊万里湾開発、観光戦略の展開など−青
字で表示）を追加しました。

後期基本計画のポイント

第５次伊万里市総合計画『後期       基本計画』がスタートしました
〜『活力あふれ ひとが輝く 安ら            ぎのまち 伊万里』をめざして 〜

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索 62014.9



まちづくりの基本方向　その５
　市政に関する情報の提供や、市民の声の市政への反映に努め
るとともに、市民団体などが主体的に取り組む活動を促進し、
市民が主役のまちづくりを進めるほか、公共施設の統廃合や長
寿命化などに取り組むなど、限られた経営資源を有効に活用し、
効率的な行政運営に努めます。

● 適正な情報公開と広報広聴の充実　● 市民と行政との協働　● まちづくりの担い手の育成
● 男女協働参画社会の形成　● 効率的な行財政の運営　● 自立した行政経営の確立　　

● 情報公開・個人情報保護事業　● 広報紙発行事業　● ＮＰＯ活動支援事業　
● 地域の元気推進事業　● 男女協働参画推進事業　● ファシリティマネジメント推進事業
● 行政評価制度運用事業　● 職員研修事業　

目標達成のための施策

上記施策を推進するための主な事務事業

自立と協働のまちづくり  行政運営

まちづくりの基本方向　その４
　道路や公共交通体系など公共交通ネットワークの拡充による都市
機能の向上を図るとともに、港湾施設の整備や浦ノ崎地区における
産業用地の開発を促進し、伊万里湾の特性を生かした地域活性化に
取り組みます。また、自然災害や原子力災害を想定した防災対策や
交通安全の確保、防犯活動の充実などに取り組みます。

● 道路・交通体系の整備　● 港湾機能の整備　● 上水道の整備　● 都市景観の形成　
● 公園等の整備　● 居住空間の整備　● 下水道等の整備　● ごみの減量化と廃棄物の
適正な処理　● 環境保全活動の推進　● 消防・救急体制の充実　● 防災の推進　
● 交通安全対策の推進　● 防犯活動の推進　

● 国道整備促進事業　● 都市計画道路整備事業　● 鉄道・バス交通支援事業　
● 日本海側拠点港形成促進事業　● 水道施設更新事業　● 公園管理事業　
● 市営住宅改修事業　● 公共下水道建設事業　● 資源ごみ回収促進事業　
● ごみ処理広域化推進事業　● 伊万里・有田消防組合運営事業　● 災害応急対策事業　
● 交通安全啓発事業　● 防犯団体支援事業　● 消費生活相談事業　

目標達成のための施策

上記施策を推進するための主な事務事業

安全で快適な地域づくり  都市基盤・生活環境

まちづくりの基本方向　その３
　農地の集積や６次産業化（※）などにより持続可能な農業経営
の実現を図るとともに、地場産業の振興や企業誘致、新規コン
テナ航路の開設などによる貿易の拡大を進めるほか、福岡都市
圏を対象とした観光戦略などに取り組みます。

● 農業の振興　● 林業の振興　● 水産業の振興　● 工業の振興　● 商業の振興　
● 観光の振興　● 貿易の振興　　

● 農業用設備等導入支援事業　● 人・農地プラン推進事業　● 林道整備促進事業　
● 稚魚・貝類放流促進事業　● 工場等設置奨励事業　● まちなか活性化団体支援事業
● 伊万里ブランド販売促進事業　● 観光ＰＲ事業　● 伊万里港ポートセールス推進事業　

目標達成のための施策

上記施策を推進するための主な事務事業

活気あふれる産業づくり  産業・観光

活力あふれ          ひとが輝く
安らぎの          まち 伊万里

−将来都市像−

第５次伊万里市総合計画『後期       基本計画』がスタートしました
〜『活力あふれ ひとが輝く 安ら            ぎのまち 伊万里』をめざして 〜

（※）６次産業化 … 農林漁業者（１次産業従事者）が原材料の供給だけではなく、自ら加工（２次
産業）や流通・販売 （３次産業）に取り組み、経営の多角化を進めること。7 2014.9



平成27年４月か
ら

軽自動車税が引き上げられます
　軽自動車税は、軽自動車（排気量 660cc 以下）やバイク、原動機付自転車などを所有する場合にかか
る税金で、毎年４月１日時点の所有者に対して課税されます。今回、地方税法が一部改正されたことに
伴い、平成 27 年４月から税額が引き上げられます。

● 問合先　税務課市民税係（　☎㉓２１４８）

◆原動機付自転車、２輪車など

車　種　区　分
税　額（ 年　間 ）

現　行 平成27年４月から

原動機付自転車

排気量 50cc 以下 1,000 円
2,000円

排気量 50cc 超 90cc 以下 1,200 円

排気量 90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400円

ミニカー 2,500 円 3,700円

軽２輪 排気量 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600円

小型２輪 排気量 250cc 超 4,000 円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用自動車 1,600 円 2,400円

その他 4,700 円 5,900円

がん検診を受けましょう

　平成 25 年の全国のがん死亡者数は 36 万人を超え、過去最高と
なり、約 3.5 人に１人が、がんで亡くなっています。男性は肺が
ん、女性は大腸がんと肺がんが増加し、がんから命を守るためには、
早期発見・早期治療が重要です。
　がん検診は医療保険の種別に関係なく受診することできますの
で、今年４月以降に受診できなかった人や、大腸がん検診の容器
の提出を忘れている人は、ぜひこの期間に受診してください。検
診を希望する人で受診票がない人は、健康づくり課に問い合わせ
てください。
※検診の日程や受付時間、料金などは、市役所だより８月号、ま

たは受診票やチラシで確認してください。

９月は『がん征圧月間』です

● 問合先　健康づくり課保健予防係（　 ☎㉒３９１６）

■がんに関する伊万里市のデータ
● 主な死因別死亡者数の割合（全国）

区分 １　位 ２　位 ３　位

疾患名 が　ん 心疾患 肺　炎

● がん検診の受診率（伊万里市）

検診名 対象年齢 平成 25 年度

肺がん検診

40 歳以上

17.7％

胃がん検診   8.6％

大腸がん検診 15.3％

乳がん検診 18.8％

子宮がん検診 20 歳以上 27.1％

◆３輪以上の軽自動車（総排気量660cc 以下）

車　種　区　分

税　額（ 年　間 ）

〔平成 28 年４月から〕
登録後 13 年経過※ 2

平成27年３月31日
までの登録

平成27年４月１日
以降の登録※ 1

軽自動車

３輪 3,100 円 3,900円 4,600円

４輪

乗用
営業用 5,500 円 6,900円 8,200円

自家用 7,200 円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000 円 3,800円 4,500円

自家用 4,000 円 5,000円 6,000円

※ 1  車両登録日により課税される年度が異なります。
例）４月１日登録 → 平成 27 年度、４月２日以降の登録 → 平成 28 年度

※ 2  ①環境負荷が大きい車両の税額を高くする特例措置によるものです（ただし、動力源または内燃機関の燃料が電気、
天然ガス、メタノール、混合メタノール、ガソリン電力併用の軽自動車および被けん引車を除きます）。

②車両の初期登録月から起算して、13 年経過した年の翌年度から適用されます。
例）平成 14 年以前の登録 → 平成 28 年度分から適用、平成 15 年中の登録 → 平成 29 年度分から適用

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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『がん予防』をテーマに『いきいき健康づくりフェスタ』

● 応募資格
　市内在住の人、または市内に通勤・通

学している人（年齢制限なし）
● 募集期限
　10 月 31 日（金）※当日消印有効
● 公開オーディション
▷日　時　11 月 16 日（日）午後２時
▷場　所　市民センターリハーサル室
● 応募方法　

住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、
電話番号を明記し、はがきかファック
ス、またはメールで応募してください。

▷郵　送
　〒848-0045
　伊万里市松島町 391-1
　市民センター
　『宝くじオーディション』係
▷ファックス
　㉒４９１１（市民センター）
▷メール
　shimin-senta@city.imari.lg.jp
● 応募・問合先
　市民センター（　 ☎㉒３９１１）
　市民会館（☎㉒７１０５）

市制60周年記念事業

『宝くじふるさとワクワク劇場 in 伊万里』

第３部『ほのぼのコメディ劇場』出演者募集　
　『宝くじふるさとワクワク劇場 in 伊万里』の第３
部で、吉本新喜劇のメンバーと共演していただく市
民の皆さんを募集します（公開オーディションあり）。

● 公演内容
▷第１部　お笑いオンステージ
▷第２部　トーク『ふるさと、
　わが町あのひと、このひと』
▷第３部　ほのぼのコメディ劇場
● 入場料（全席指定、消費税込み）
　前売 2,000 円（当日 2,500 円）
※宝くじの助成による特別料金
※チケットは、９月１日から市民

会館、市民センター、黒川・波
多津・南波多・大川・松浦・二
里・東山代・山代公民館、伊万
里玉屋、エレナ伊万里店、しの
はらレコード店、焱の博記念堂

（有田町）で販売

11 月 30 日 日
市民会館　大ホール

　『自分の健康は自分でつくる』という市民の皆さんの自主的な健康づくりを推進し、生涯を通じて心身と
もに健康で実り豊かな人生を過ごすことができるように『いきいき健康づくりフェスタ』を開催します。

● 日　時

　9 月 23 日（火・祝）午前 10 時〜午後３時
● 場　所

  市民センター　文化ホールほか
● 内　容
▷乳がん・子宮頸

けい

がん検診（要予約）
 ・乳がん検診（定員 50 人）
　　40 歳以上で平成 25 年４月以降受診していない人

（受付 午前９時〜 10 時 30 分）
 ・子宮頸がん検診（定員なし）
　　20 歳以上で平成 26 年４月以降受診していない人

（受付 午前 10 時〜 10 時 30 分）
▷がん予防料理の試食（午前 11 時 30 分〜午後１時）

▷講演会（午後１時 30 分〜３時）
 ・演　題
　『50 歳を前にして見つかった
     乳がん。今を生きる事とは』
 ・講　師

　　麻
あさ

木
ぎ

久
く に こ

仁子さん
　　（タレント、がん体験者）
※がん体験者などから寄せられた
　メッセージを紹介
▷各種コーナー
 ・大腸がんクイズラリー（プレゼントあり）
 ・健康づくりお役立ち情報の展示
 ・言語聴覚士による『聞こえと言葉の相談』  など
● 問合先　健康づくり課（　 ☎㉒３９１６）

麻木久仁子さん

ザ・たっち

羽田たか志・二葉由紀子

市制60周年記念事業

開　演
午後２時

ナポレオンズ
ムーディ勝山

ルート 33

チャーリー浜 林家正蔵
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時
代
と
と
も
に
小
売
店
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り
巻
く
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も
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変
わ
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し
て

い
ま
す
。
あ
る
時
、
山
代
町
に
あ

る
小
売
店
に
立
ち
寄
っ
た
ら
、
店

主
か
ら
「
市
長
さ
ん
、
何
と
か
小

売
店
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
直

訴
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
中
心
市

街
地
だ
け
で
な
く
、
市
内
周
辺
部

の
小
売
店
の
数
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
方
、
若
い
世
代
か
ら

は
、
市
外
へ
買
い
物
に
行
か
ず
に

済
む
よ
う
、
量
販
店
な
ど
の
市
内

へ
の
出
店
を
望
む
声
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。

　

小
売
店
に
買
い
物
に
行
く
と
、

「
あ
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
」
と

か
、「
○
○
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
、
旬
の
情
報
も
お
ま

け
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
確
か

に
商
店
街
を
は
じ
め
、
小
売
店
は

人
・
物
・
情
報
の
交
流
の
場
と
し

て
の
色
合
い
が
濃
い
よ
う
で
す
。

伊
万
里
の
仲
町
観
音
通
り
に
は
、

市
内
外
か
ら
毎
日
数
十
人
も
の

客
が
訪
れ
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
名

所
に
な
っ
て
い
る
小
売
店
が
あ

り
ま
す
。
人
気
商
品
目
当
て
の

客
も
い
ま
す
が
、
人
気
の
理
由

は
、
対
面
販
売
で
の
ふ
れ
あ
い
や

個
店
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
先
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
い
て

ゆ
っ
く
り
買
い
物
が
で
き
る
昭

和
の
小
売
店
が
生
き
残
れ
る
よ

う
地
域
で
守
っ
て
い
く
運
動
が

欲
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
手
始
め

に
ま
ず
は
、『
ぜ
ひ
買
い
物
は
地

域
で
』
を
合
言
葉
に
。

　

小
売
店

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

● 

電
話
・
面
接
相
談
の
時
間

月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
時
間
外
も
留
守
番
電
話
を
用
意
し
て
い
ま

　
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
相
談
で
き
な
い
人
は
、
事
前
に
電

話
予
約
を
す
れ
ば
休
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
）
も
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 
相
談
室
の
場
所

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
市
民
会
館
横
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

● 

問
合
先
　
青
少
年
セ
ン
タ
ー

 

（
　
☎
㉓
２
６
５
８
）

　青少年相談室は、学校や家庭の中でのいろんな悩みや不安をかかえている子どもたちの相談に応じるところ

です。また、子育てや子どもの不登校などに悩む保護者の相談にも応じています。気軽に電話を掛けてください。

２２－７
な や む な

８６７相談専用電話

一人で悩まずに電話してみようよ

◆ 名前は 言わなくてもいいよ。

◆ ひみつは 守るよ。

◆ いやなこと・くやしいこと・こまったことがあったら電話してね。

◆ 友だちや家ぞくのこと、学校のことなど、なんでも話していいよ。

青少年相談室へ

●主な相談状況（平成 25 年度）
▷学業や不登校、発育など学校生活に関すること  

▷いじめや異性など交友に関すること　     

▷万引きや暴力、家出など非行に関すること

▷親子や兄弟関係、育児など家庭生活に関すること

▷その他、精神的相談や生活相談など　

   52 件　45％

    7 件　  6％

　　 15 件   13％

   4 件　  4％

37 件   32％

青少年相談員から皆さんへ

　
７
月
30
日
、
武
雄
市
の
株
式
会
社

サ
ク
セ
ス
（
川
口
喜
三
郎
社
長
）
が
、

市
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
１
０
０
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
同
社
は
、

昨
年
度
も
２
回
寄
付
さ
れ
て
い
て
、

寄
付
金
は
、
市
が
行
う
各
種
事
業
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
８
月
１
日
、
市
内
に
販
売
店
の
あ
る

豊ほ
う
り
ん凜

化
粧
品
株
式
会
社
（
本
社
愛
知
県

豊
橋
市
）
が
、
市
に
20
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
同
社
は
、
平
成
24
年
か
ら

毎
年
寄
付
さ
れ
て
い
て
、
寄
付
金
は
、

市
ひ
ま
わ
り
園
な
ど
障
害
児
受
け
入
れ

施
設
の
設
備
充
実
の
た
め
に
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
企
業
が
寄
付
金
を
贈
る

市
の
事
業
や

障
害
児
療
育
に
役
立
て
ま
す↑塚部市長に寄付目録を

手渡す川口社長（右）
↑江頭副市長に寄付目録を手

渡す豊凛化粧品の社員（右）

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 
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の
小
売
店
の
数
も
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
一
方
、
若
い
世
代
か
ら

は
、
市
外
へ
買
い
物
に
行
か
ず
に

済
む
よ
う
、
量
販
店
な
ど
の
市
内

へ
の
出
店
を
望
む
声
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。

　

小
売
店
に
買
い
物
に
行
く
と
、

「
あ
の
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
」
と

か
、「
○
○
さ
ん
が
入
院
さ
れ
て

い
る
」
な
ど
、
旬
の
情
報
も
お
ま

け
と
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
確
か

に
商
店
街
を
は
じ
め
、
小
売
店
は

人
・
物
・
情
報
の
交
流
の
場
と
し

て
の
色
合
い
が
濃
い
よ
う
で
す
。

伊
万
里
の
仲
町
観
音
通
り
に
は
、

市
内
外
か
ら
毎
日
数
十
人
も
の

客
が
訪
れ
る
、
ち
ょ
っ
と
し
た
名

所
に
な
っ
て
い
る
小
売
店
が
あ

り
ま
す
。
人
気
商
品
目
当
て
の

客
も
い
ま
す
が
、
人
気
の
理
由

は
、
対
面
販
売
で
の
ふ
れ
あ
い
や

個
店
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る
か

ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
先
、
高
齢
化
社
会
の
中
で
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
歩
い
て

ゆ
っ
く
り
買
い
物
が
で
き
る
昭

和
の
小
売
店
が
生
き
残
れ
る
よ

う
地
域
で
守
っ
て
い
く
運
動
が

欲
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
手
始
め

に
ま
ず
は
、『
ぜ
ひ
買
い
物
は
地

域
で
』
を
合
言
葉
に
。

７日（日）
● 伊万里ライオンズ杯

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　

国見台陸上競技場ほか
７日（日）〜
● 市協会長旗ソフトボール

秋季選手権大会
　午前８時 30 分開始　

国見台球技場ほか
11 日（木）
● 市老連ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
14 日（日）
● 伊万里正鵠会弓道選手権大会
　午前９時開会　国見台弓道場
18 日（木）
● 市長杯市民ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
20 日（土）
● 教育長杯中学生ニュースポーツ

フェスティバル
　午前８時 30 分開会　青嶺中学校
10 月５日（日）
● 伊万里スポーツデイ（市民ペタンク
　大会、キッズスポーツフェスティ

バル、新体力テスト）
　午前８時 30 分開会　

国見台陸上競技場ほか

９月の市民スポーツ

７日（日）
● 立花地区球技大会
　午前８時開会　立花小学校
● 大坪地区球技大会
　午前８時 30 分開会　

伊万里中学校ほか
● 山代町民体育大会
　午前８時 30 分開会  山代中学校
11 日（木）
● 大川町民スポーツの日（ペタンク）
　午後７時開会　大川運動広場ほか
21 日（日）
● 牧島大運動会
　午前８時 10 分開会　牧島小学校
● 大川内町大運動会
　午前８時 20 分開会　大川内小学校
● 伊万里地区スローピッチ

ソフトボール大会
　午前９時開会　啓成中学校
23 日（火・祝）
● 大川町民相撲大会
　午前 10 時開会　淀姫神社相撲場
28 日（日）
● 南波多町民体育大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
● 大川町民運動会　
　午前８時 30 分開会　大川運動広場
● 松浦町公休日町民体育大会　
　午前８時 30 分開会　松浦運動広場
● 山代町民ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　

山代ゲートボール場

９月の町民スポーツ

第 14 回キックベースボール大会 第 22 回ミニバレーボール大会

優　勝 本瀬戸子ども会（牧島地区） 大川原子ども会（南波多町）

準優勝 立花台三丁目子ども会（立花地区）立花台三丁目子ども会（立花地区）

３　位
大里子ども会（二里町） 長浜子ども会（東山代町）

楠久子ども会（山代町） 筒井子ども会（波多津町）

↑優勝した牧島地区の本瀬戸子ども会（左）と 、南波多町の大川原子ども会（右）

第49回市子ども会連合会球技大会
各町（地区）代表の誇りを胸に、はつらつプレーを展開

■大会成績

　
８
月
９
日
、
国
見
台
球
技
場
・

体
育
館
で
市
子
ど
も
会
連
合
会
球

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
、
男
子
は
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
、
女
子
は
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
、市
内
各
町
（
地

区
）
の
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
男
女

各
12
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
な
お
、
上
位
の
成
績
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

↑ホームランをねらって、思い切りキック！

　
８
月
３
日
、
国
見
台
体
育
館
で

ラ
ジ
オ
体
操
会
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
が
市
民
の
体
力
づ
く
り
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
日
は
、
前
夜
か
ら
の
雨
の
影

響
で
屋
内
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
夏
の
朝
の
心
地
良

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

雨
で
も
や
り
ま
し
た
！

ラ
ジ
オ
体
操
会スポーツ推進委員を手本に

体操をする子どもたち

【
団
　
体
】

▽
優
　
勝  

立
花
地
区

▽
準
優
勝  

黒
川
町

▽
３
　
位  

大
川
町

【
個
　
人
】

▽
優
　
勝  

岩
本  

明
久（

立
花
地
区
）

▽
準
優
勝  

山
口  

恭
平（
黒
川
町
）

▽
３
　
位  

福
田  

淳
一（
黒
川
町
）

【
男
　
子
】

▽
優
　
勝
　
伊
万
里
ク
ラ
ブ

▽
準
優
勝
　
侍

● 

期
　
日
　
７
月
27
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

第
20
回
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

● 

期
　
日
　
８
月
３
日
（
日
）

● 

場
　
所
　
国
見
台
相
撲
場

第
31
回
市
長
旗
争
奪

市
青
年
相
撲
大
会

11 2014.9



まちの話題

↓「料理は手抜きしないこと」と話す犬塚玲子会長（中央）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

一足先におくんち気分をいただきます

　大坪地区子ども会の主催で、いまり川くだり親子いか

だづくり大会が開催されました。大会は、往復 1.2 キロ

のコースで行われ、６艇が独創性、安全性、協調性を競

いました。参加した児童や生徒約 50 人は、親子で趣向

を凝らして作った個性あふれる自慢のいかだに乗り込み、

元気に声を上げながらチーム一丸となって漕
こ

いでいました。

↑気持ちを一つにしてオールを漕ぎ優勝した東円蔵寺の『ひがっし〜号』

　　　 第 30 回いまり川くだり親子いかだづくり大会気持ちをオールに込めて漕いだよ

　『わがまち・わが家の防災マップ』作成に関する説明会

が市役所であり、牧島地区や大坪地区、大川町、松浦町、

山代町の区長など約 120 人が参加しました。参加者は、

武雄河川事務所の職員からマップ作成の方法などの説明を

聞いた後、地図を囲み真剣に話し合っていました。マップ

は年内に完成させ、その後、各世帯に配付される予定です。

↓地元の危険箇所を確認しながら避難経路などを話し合う参加者

　　　 『わがまち・わが家の防災マップ』作成説明会防災マップで地域防災力がアップ

8.5
7.27

　おくんち料理教室が伊万里公民館で開催さ

れました。これは、ＮＰＯ法人伊万里のおく

んち振興会が、おくんち料理を通しておもて

なしの心や地域の伝統文化を若い世代に継承

してもらおうと、市食生活推進協議会から４

人を講師に迎えて行ったものです。にごみや

昆布巻き、かけ和
あ

いなど、伝統的なおくんち

料理７品目を伝授。参加した親子 33 人は、

各料理のコツを教えてもらいながら、おいし

くできるよう真剣な表情で作っていました。

　　　 第１回おくんち料理教室にごみやこぶまき作りに挑戦

『おいしくなれ』と気持ちを込めて吸い物の具を丸めました

昆布巻き用の魚の下ごしらえ中 8.2

みんなの広場
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伊
万
里
市
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
館

　
　
　
　
〜 

古
伊
万
里
文
化
の
発
信
施
設 

〜
● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
文
化
財
展
示
施
設
⑥

※
詳
し
く
は
、海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
館
（
☎
㉓
１
１
８
９
）
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
館
は
、

市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
に
、

古
伊
万
里
文
化
の
紹
介
や
観
光

情
報
の
発
信
な
ど
を
行
う
施
設

で
す
。
館
は
陶
器
商
家
資
料
館

の
隣
に
あ
り
、
建
物
は
か
つ
て

の
白
壁
土
蔵
作
り
を
復
元
、
整

備
し
て
い
ま
す
。

　
館
の
１
階
に
は
、
有
料
で
ろ

く
ろ
・
絵
付
け
が
で
き
る
体
験

工
房
が
あ
り
、
肥
前
一
帯
の
現

代
焼
き
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

２
階
に
は
、
古
伊
万
里
や
江
戸

時
代
の
伊
万
里
の
街
並
み
を
再

現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
、
商
船
の
模

型
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
焼
き
物
の
ま
ち
『
伊
万
里
』

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

● 

観
覧
料
　
無
　
料

● 

開
館
時
間

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

● 

休
館
日
　
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始

(
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

一足先におくんち気分をいただきます

　
日
本
に
は
、
人
の
心
や
思
い
が

反
映
さ
れ
た
す
て
き
な
言
葉
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
「
挨あ

い
さ
つ拶

は
大
切
な

も
の
で
す
。
挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
挨
拶
に
は
ど
ん
な
意
味

が
あ
り
何
の
た
め
に
す
る
の
か
、

あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。『
挨
拶
』
と
い
う
言
葉
の

語
源
を
調
べ
て
み
る
と
、『
挨
』
は

『
心
を
開
く
』、『
拶
』
は
『
相
手
に

近
づ
く
』、『
挨
拶
』
と
は
『
心
を

開
い
て
相
手
に
近
づ
く
』
と
い
う

意
味
だ
そ
う
で
す
。

　『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』、『
こ

ん
に
ち
は
』、『
こ
ん
ば
ん
は
』、
私

た
ち
が
毎
日
使
う
こ
れ
ら
の
言
葉

に
は
、
ど
ん
な
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』
は
、

朝
早
く
か
ら
お
仕
事
ご
苦
労
様
で

す
。『
こ
ん
に
ち
は
』
は
、
今
日

は
い
い
天
気
で
す
ね
。
お
体
の
調

子
は
い
か
が
で
す
か
。『
こ
ん
ば
ん

は
』
は
、
今
晩
は
月
が
き
れ
い
で

す
ね
。
ご
機
嫌
い
か
が
で
す
か
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
相
手
を

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo. ２１２

挨
拶
に
込
め
ら
れ
た
思
い

気
遣
う
言
葉
が
後
に
続
い
て
い
ま

す
。
後
の
言
葉
は
省
略
し
て
使
っ
て

い
ま
す
が
、
本
来
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
『
気
持
ち
』
は
省
略
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
い
つ
で
も
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶

を
す
る
こ
と
は
、
人
と
人
と
を
結

び
つ
け
る
役
目
を
持
ち
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
作
り
出
す
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
人

の
人
柄
や
相
手
に
対
す
る
意
識
や

心
が
表
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
か
が
挨
拶
さ
れ
ど
挨
拶
、
ま
さ

に
挨
拶
は
人
間
関
係
の
潤
滑
油
と

も
い
え
ま
す
。

　『
し
て
み
せ
て
言
っ
て
聞
か
せ
て

さ
せ
て
み
る
』
と
い
う
上
杉
鷹
山

の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
私

た
ち
大
人
が
実
行
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

昆布巻き用の魚の下ごしらえ中

雨
ご
い
祈
願
の
秘
法
念
仏
を
保
存
伝
承

↑脇野の大念仏保存会による幻想的な舞い

万
燈
の
夕
べ
で
『
脇
野
の
大
念
仏
』
を
披
露

　
８
月
24
日
、
東
山
代
町
脇
野
の

保
育
園
な
ど
で
地
区
の
夏
祭
り

万ま
ん
と
う燈

の
夕
べ
が
行
わ
れ
、
脇
野
公

民
館
で
『
脇
野
の
大
念
仏
』
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら

太
鼓
や
鉦か

ね

を
打
ち
鳴
ら
し
て
舞
う
、

雨
ご
い
を
祈
願
す
る
芸
能
と
し
て
、

古
く
か
ら
脇
野
地
区
に
伝
承
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
昭
和
34
年
に

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
毎
年
万
燈
の
夕
べ
で

披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
信
仰
形
態
本
来
の
白
装
束
を
ま

と
っ
た
６
人
の
踊
り
手
が
円
陣
を

組
み
、
一
心
不
乱
に
踊
る
姿
に
、

集
ま
っ
た
観
客
は
熱
心
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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山や
ま

路じ

行ゆ

く
二ふ

た

り人
と
ふ
た
り
葛く

ず

の
花は

な

暑あ
つ

き
日ひ

の
未い

ま

だ
続つ

づ

く
も
朝あ

さ
ゆ
う夕

の

　
　
　
　
　

風か
ぜ

は
静し

ず

か
に
秋あ

き

を
伴

と
も
な

ふう

伊
萬
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
會

松
尾
　
肇は
つ

子こ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

岡
本
　
榮え
い

子こ

『
支
え
あ
い
券
』
の
発
行
や
お
手
伝

い
隊
の
派
遣
、緊
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
設
置
支
援
な
ど
、『
支
え
あ
い
』

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
井
手
薰
会

長
は
、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
町
に
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
24
日
、
栄
町
ふ
れ
あ
い
館

『
支し

温お
ん

の
家い

え

』
の
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
が
現
地
で
あ
り
、
関
係
者
や

地
元
住
民
な
ど
約
80
人
が
オ
ー
プ

ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
栄
町
地
域
づ
く
り
会（
会

員
37
人
）
が
、
高
齢
化
社
会
を
踏

ま
え
た
地
域
対
策
の
一
つ
と
し
て

高
齢
者
の
交
流
の
場
を
作
ろ
う
と
、

民
間
の
助
成
金
を
活
用
し
空
き
店
舗

を
改
修
し
て
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　
館
内
に
は
和
室
を
含
め
て
３
部

屋
が
あ
り
、
入
館
者
は
、
カ
ラ
オ

ケ
や
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
将
棋
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
町
内
の
高
齢
者

で
あ
れ
ば
誰
で
も
、
月
額
１
０
０

円
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
同
会
は
、
こ
の
ほ
か
生
活
支
援

心
温
ま
る
『
地
域
で
支
え
あ
い
活
動
』
推
進
中

栄
町
ふ
れ
あ
い
館
『
支
温
の
家
』
オ
ー
プ
ン

↑
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
す
る
井
手
薰
会
長

（
左
）
と
塚
部
芳
和
市
長
（
中
央
）

　
７
月
20
日
か
ら
８
月
31
日
に
か

け
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
『
佐

賀
と
世
界
の
昆
虫
展
』
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
昆

虫
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
環
境

問
題
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

お
う
と
、
武
雄
市
の
佐
賀
県
立
宇

宙
科
学
館
所
蔵
の
貴
重
な
昆
虫
標

本
約
１
０
０
０
点
を
借
用
し
展
示

し
た
も
の
で
す
。

　
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
は
、
珍

し
い
形
や
模
様
の
チ
ョ
ウ
、
巨
大

な
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
に
、
興
味
深

そ
う
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
昆
虫
展
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、
生
き
物
に
関
連

す
る
行
事
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
と
８
月
10
日
に
、『
伊

万
里
の
し
ぜ
ん
探
検
隊
』
が
夢
み

さ
き
公
園
と
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
館
で

あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
家
族
連

れ
は
、
夢
み
さ
き
公
園
の
広
場
や

川
辺
な
ど
で
夢
中
に
な
っ
て
生
き

物
を
探
し
、
見
つ
け
て
は
歓
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
名
前

が
分
か
ら
な
い
も
の
や
初
め
て
見

る
と
い
う
生
き
物
も
あ
り
、
学
芸

員
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い
た
り
、

質
問
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

中
に
は
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

し
よ
う
と
虫
取
り
か
ご
や
網
を
持

参
し
、
懸
命
に
捕
ま
え
よ
う
と
す

る
親
子
も
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
期
間

中
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
出
会

い
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

命
の
大
切
さ
な
ど
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

↑『昆虫展』は初めて見る珍しい昆虫がずらり

夏
休
み
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
と
出
会
え
た
よ 

昆
虫
展
と
し
ぜ
ん
探
検
隊
を
開
催

↑『伊万里のしぜん探検隊』で学芸員（右）
の説明を熱心に聞く参加者
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　市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、食に関する活動を行っているグループが監修した春夏秋冬のレシピを紹介します。

春夏秋冬 自慢味

● 問合先　男女協働・まちづくり課（ 　☎㉓２１１５）

食育ワンポイント

伊万里のレシピ  No. ６

『伊万里の食を豊かに』実行委員会発行
『伊万里食三昧』より

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

梨と寒天はすぐれもの　梨のさっぱりとした甘味は、ソルビトールという糖アルコールの一種によるもので便通の
改善やのどの炎症に効果的です。さらにリンゴ酸やクエン酸を多く含み疲労回復の効果が期待できます。また、寒天の
原料であるテングサは、成分の 80㌫以上が食物繊維です。食物繊維は胃の中にとどまる時間が長いため、長時間満腹
感が得られ食前に寒天を食べることで食事の量を減らすことができます。カリウムやカルシウム、鉄なども多く含み高
血圧や動脈硬化の予防に有効です。手作りの甘さひかえめなおいしい梨ようかんで、体も心も疲労回復させましょう。

梨の食感と風味がすがすがしい

梨ようかん

材　料（５人分）

作り方など
①梨は皮をむき、グラニュー糖とレモン汁を加え、５

〜７分ほど煮る。
②①をミキサーにかけ、トロトロになるようにする。
③水に砂糖と粉寒天を加えて煮溶かす。
④③が溶けたら②の梨を加え、２〜３分ほど煮る。
⑤型へ④を流し入れ、冷蔵庫で冷ます。
※短時間で、とても簡単にできます。

・梨（400 グラム）
・グラニュー糖（大さじ１）
・レモン汁（小さじ１）
・水（100cc）
・砂糖（100 グラム）
　（好みで増やしても）
・粉寒天（６グラム）

　
私
は
今
ひ
ら
が
な
の
お
勉
強
や

お
絵
描
き
に
夢
中
な
の
♬
好
き
な

遊
び
は
、
ね
ん
ど
や
パ
ズ
ル
、
人

形
遊
び
★
食
べ
物
は
、
唐
揚
げ
と

カ
レ
ー
、肉
じ
ゃ
が
よ
☀
プ
リ
キ
ュ

ア
が
好
き
で
歌
も
歌
え
る
の
よ

(^^)

武藤　　凛
りん

 さん

　
明
る
く
て
活
発
、
で
も
ち
ょ
っ

ぴ
り
甘
え
ん
坊
の
凛
ち
ゃ
ん
♥
こ

れ
か
ら
も
大
好
き
な
歌
や
踊
り
で

パ
パ
と
マ
マ
を
楽
し
ま
せ
て
ね
✿

★隆
りゅうじ

二・久美子さんの長女

★東山代町長浜

(　  )３歳
11 か月丸田 沙

さ

織
おり

 さん

★
お
仕
事
は
　
大
学
２
年
生
で
、
農

学
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
★
作

物
や
植
物
に
つ
い
て
実
習
や
実

験
を
行
い
、
自
然
の
循
環
や
植

物
の
生
態
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
ま
す
☀
今
後
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
学
に
つ
い
て

研
究
し
、
得
た
知
識
を
将
来
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
✿

★
趣
味
・
特
技
は
　
中
学
の
時
か

ら
続
け
て
い
る
バ
ス
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
で
す
♬

★
好
き
な
食
べ
物
は
　
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
で
す
♥

★
休
日
の
過
ご
し
方
は
　
サ
ー
ク

ル
の
練
習
日
は
楽
器
を
吹
い
て

い
ま
す
♪
そ
れ
以
外
は
家
で
の

ん
び
り
過
ご
し
て
い
ま
す

(^^)

★あさひが丘

★おひつじ座・Ａ型

(20 歳)
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バ
ス
運
行
10
周
年
を

記
念
し
、『
い
ま
り
ん

バ
ス
感
謝
ウ
イ
ー
ク
』

と
し
て
、
郊
外
線
と
地

域
線
を
無
料
で
運
行
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
バ
ス
を
利
用
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

● 

期
　
間
　

　
９
月
16
日
（
火
）
～
22
日
（
月
）

※
運
行
時
刻
や
経
路
は
、
平
常
通

り
で
す
。

● 

問
合
先
　

　
地
域
振
興
・
公
共
交
通
対
策
課

（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
今
年
も
枚
数
限
定
で
『
オ
ー
タ

ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
』
が
発
売
さ

れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

● 

発
売
期
間  

９
月
19
日
（
金
）～

10
月
10
日
（
金
）

● 

発
売
価
格
　
１
枚
３
０
０
円

● 

当
せ
ん
金
　

▽
１
等
　
３
億
３
０
０
０
万
円

▽
前
後
賞
　
各
３
０
０
０
万
円

● 

抽
選
日
　
10
月
17
日
（
金
）

● 

問
合
先
　
公
益
財
団
法
人
佐
賀

　
県
市
町
村
振
興
協
会

（
☎
０
９
５
２
㉕
１
９
１
３
）

　
９
月
１
日
～
10
日
は
、『
屋
外
広

告
物
適
正
化
旬
間
』
で
す
。
景
観

を
構
成
す
る
看
板
な
ど
の
屋
外
広

告
物
の
設
置
に
は
、
佐
賀
県
屋
外

広
告
物
条
例
で
一
定
の
ル
ー
ル
を

定
め
て
お
り
、
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
共
有

財
産
で
あ
る
美
し
い
景
観
を
未
来

に
残
す
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

問
合
先
　
伊
万
里
土
木
事
務
所

　
管
理
課
（
☎
㉓
４
１
５
２
）

　
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
９
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
を

『
全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間
』

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
関
す
る
電
話
相
談
を
延
長
・
拡

大
実
施
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

● 
期
　
間
　

▽
９
月
８
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
９
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

● 

相
談
担
当
者
　

　
法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

● 

相
談
電
話
番
号

  

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０
）

● 

問
合
先
　

　
佐
賀
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
９
５
２
㉖
２
１
９
５
）

● 日　時　９月 23 日（火・祝）
　　　　　午前９時〜正午
● 場　所　市役所裏（公用車車庫
　　　　　およびその周辺）
● 内　容　環境美化功労者表彰式、リサイク
　　　　　ルバザー、環境パネル展など

第19回
　伊万里リサイクルフェア

市制60周年記念事業

多くの来場者でにぎわうリサイクルフェア

● 問合先　環境課リサイクル推進係
（　 ☎㉓２１４５）

い
ま
り
ん
バ
ス『
郊
外
線
』

『
地
域
線
』
を
無
料
運
行

屋

外

広

告

物

適

正

化

旬

間

高
齢
者
・
障
害
者
の

人

権

電

話

相

談

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

発

売

先着100人に『さがの樹』の苗木を
プレゼントします！

チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　子育ての悩みや相談を受け付けています。
ひとりで悩まずに、気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、　

歌や簡単な製作などを行います。
　日　時　９月 17 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館
②お誕生会（要申込）
　９月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　９月 24 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

子育て支援センターに
遊びにきませんか お

知
ら
せ
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▽
国
土
交
通
省
長
崎
河
川
国
道
事

務
所

（
☎
０
９
５
‐
８
３
９
‐
９
２
１
１
）

● 

日
　
時
　
10
月
12
日
（
日
）

午
前
８
時
～
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ

● 

対
象
者
　

　
市
民
、
外
国
人
（
高
校
生
以
上
）

● 

募
集
人
数
　
20
人
（
先
着
順
）

※
市
民
10
人
、
外
国
人
10
人

● 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
（
保
険

　
料
、
餌
・
釣
り
具
レ
ン
タ
ル
費

用
を
含
む
）

※
昼
食
は
、
釣
っ
た
魚
を
調
理

● 

服
装
・
持
っ
て
く
る
も
の
　

　
帽
子
、
ス
ニ
ー
カ
ー
、
タ
オ
ル

２
枚
、
飲
み
物

● 

応
募
方
法
　

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
各
町

公
民
館
ま
た
は
図
書
館
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
　
９
月
29
日
（
月
）

● 

応
募
・
問
合
先
　
市
国
際
交
流

　
協
会
（
市
国
際
交
流
室
内
）

　（
☎
㉒
７
０
４
６
、　

㉒
７
２
１
３
）

　
日
常
生
活
の
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
に
対
し
て
、
司
法
書
士
や
土

地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

● 

日
　
時
　
10
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

● 

場
　
所
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局

● 

相
談
項
目
　
登
記
、
隣
地
と
の

境
界
問
題
、
遺
言
、
後
見
制
度
、

人
権
問
題
（
い
じ
め
な
ど
）

※
当
日
は
、
証
明
書
類
の
発
行
や

各
種
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

● 

相
談
料
　
無
　
料

※
予
約
は
不
要
で
す
。

● 

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

　
万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

● 

日
　
時
　

　
９
月
24
日（
水
）～
９
月
26
日（
金
）

午
後
８
時
～
午
前
６
時

※
雨
天
時
は
、
９
月
29
日
（
月
）

～
10
月
３
日
（
金
）
の
い
ず
れ

か
の
日
に
順
延
し
ま
す
。

● 

対
象
区
間
　

　
佐
世
保
三
川
内
Ｉ
Ｃ
～
佐
々
Ｉ
Ｃ

● 

問
合
先
　

▽
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

（
☎
０
９
５
２
　
５
１
２
１
）

● 

場
　
所
　
伊
万
里
市
役
所

● 

相
談
担
当
者
　
障
害
の
あ
る
相

　
談
員
（
ろ
う
あ
者
）

● 

相
談
料
　
無
　
料

● 

問
合
先
　
佐
賀
県
聴
覚
障
害
者

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
㊵
７
７
０
０
）

● 

日
　
時
　
９
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

● 
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

● 

内
　
容
　

▽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
出
演
　
和
嶋
　
静
代
ほ
か

▽
記
念
講
演
　

　『
あ
り
が
と
う
が

い
つ
か
笑
顔
に
な
っ
た
』

講
師
　
大
野
　
勝
彦
　
氏

● 

参
加
料
　
無
　
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

● 

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
看
護

　
学
校
（
☎
㉓
４
６
３
５
）

　
平
成
26
年
10
月
か
ら
、
後
期
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
が
定
期
接
種
化
と
な
る
た

め
、
接
種
費
用
の
助
成
を
９
月
末

で
終
了
し
ま
す
。

● 

助
成
期
限
　
９
月
30
日
（
火
）

※
事
前
に
申
請
し
、
期
限
ま
で
に

接
種
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

そ
の
他
　
10
月
以
降
は
、
接
種

　
対
象
者
が
65
歳
以
上
で
５
歳
ご

と
に
な
り
ま
す
。
料
金
な
ど
の

詳
し
い
内
容
は
、
広
報
伊
万
里

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
保
健

　
予
防
係
（
☎
㉒
３
９
１
６
）

● 

日
　
時
　
９
月
22
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

伊万里スポーツ
Ｇｏ！Ｇｏ！

スポーツはチカラ。健康はタカラ。

★
★

★
★

体力づくり豆知識
●問合先  体育保健課（☎㉓３１８７）

〜疲れをとる簡単ストレッチ〜
◆背中を伸ばす
　四つんばいになって腰の位置を
キープし、息を吐きながら両手を少
しずつ前へ。
◆肩の筋肉を伸ばす
　背中で両手をつなぐ（手が届かな
い場合はタオルなどを使用する）。
息を吐きながら引っ張り、左右の手
をかえて繰り返す。
◆ももの内側を伸ばす
　足の裏を合わせて座り、両手で足
首をつかむ。背筋を伸ばし、ひじで
ももの内側を押し、息を吐きながら
前傾させる。

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

助
成
は
９
月
末
ま
で

聴
覚
障
害
者（
ろ
う
あ
者
）

巡

回

相

談

伊
万
里
看
護
学
校
准
看
護
科

創
立
50
周
年
記
念
行
事

法
務
局
休
日
無
料
相
談

西
九
州
自
動
車
道

夜

間

通

行

止

め

『
海
辺
と
釣
り
を
楽
し
も

う
in
黒
川
町
』
参
加
者

FAX

チャンネル

お知らせコーナー

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

ぼ
し
ゅ
う

62

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
伊万里市二里町大里336-8

二里公民館横
☎（0955）20-4188

33万～33万～
1kw1kw

電気を発電し使用したり、
売電も利用します。
電気を発電し使用したり、
売電も利用します。

これからは全ての電気を無駄なくサイクルさせる時代これからは全ての電気を無駄なくサイクルさせる時代
太陽光発電 エコキュート EVコンディショナーIHヒーター蓄電池

補助金 補助金

割安な深夜電力や発電した
電力を貯める事が出来ます。
割安な深夜電力や発電した
電力を貯める事が出来ます。

火を使わない安心の調理器火を使わない安心の調理器 電気自動車の電池をお家で
使用します。
電気自動車の電池をお家で
使用します。

圧倒的にコスト
を下げられる
給湯器

圧倒的にコスト
を下げられる
給湯器
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

し
て
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

● 

募
集
期
限
　
10
月
７
日
（
火
）

● 

応
募
・
問
合
先
　

　
日
中
友
好
協
会
事
務
局
　
高
森

（
☎
・
　
㉒
５
５
０
９
）

● 

日
　
時
　
10
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

● 

集
合
場
所
　
市
役
所
玄
関
前

● 

行
　
程
　
厳
木
ダ
ム
（
内
部
も

　
特
別
見
学
）、
名
村
造
船
所
、
伊

　
万
里
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

● 

募
集
人
数
　
15
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料  

２
０
０
円
（
保
険
料
、

お
茶
代
を
含
む
）

※
昼
食
は
各
自
持
参
、
ま
た
は
途

中
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
参

　
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
弁
当

持
参
の
有
無
を
記
入
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
　
９
月
26
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

● 

応
募
・
問
合
先
　

　
〒
８
４
７
‐
０
０
１
３

　
唐
津
市
南
城
内
１
‐
１

　
大
手
口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

　
土
木
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
連
絡

協
議
会
事
務
局
（
国
土
交
通
省

唐
津
港
湾
事
務
所
内
）

（
☎
０
９
５
５
　
３
１
０
９
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

● 

集
合
場
所  

歴
史
民
俗
資
料
館
前

● 

行
　
程
　
母
チ
カ
の
実
家
、
森

　
永
公
園
（
練
乳
工
場
跡
）、
森
永

碑
園
（
森
永
家
遥
拝
墓
）
な
ど

● 

募
集
人
数
　
45
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
２
５
０
０
円
（
保
険

　
料
、
バ
ス
代
、
昼
食
代
を
含
む
）

● 

応
募
方
法  

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
・
問
合
先
　
市
観
光
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
市
陶

器
商
家
資
料
館
内
）

（
☎
・
　
㉒
７
９
３
４
）

　
ア
ジ
ア
で
初
め
て
展
示
さ
れ
る

台
北
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
中

国
皇
帝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学
す

る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

● 

日
　
時
　
10
月
13
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

● 

行
　
程
　
九
州
国
立
博
物
館
、

　
大
宰
府
政
庁
跡

● 

対
象
者
　
だ
れ
で
も
参
加
可
能

● 

募
集
人
数
　
28
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
５
０
０
０
円
（
入
館

　
料
、
昼
食
代
を
含
む
）

● 

応
募
方
法  

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
氏
名
・

住
所
・
年
齢
を
記
入
し
、
送
信

● 

日
　
時
　

　
９
月
30
日
（
火
）・
10
月
１
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

● 

場
　
所  

墨
谷
塗
装
店（
二
里
町
）

● 

対
象
者
　

　
障
害
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

● 

募
集
人
数
　
10
人
（
先
着
順
）

● 

参
加
料
　
無
　
料

※
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
、
５
０
０
円
が
必
要

● 

募
集
期
限
　
９
月
29
日
（
月
）

● 

応
募
・
問
合
先
　

　
佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
く
れ
よ
ん

（
☎
０
９
５
２
㊱
６
９
７
７
）

　
ノ
ー
残
業
や
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
促
進
な
ど
、
労
働
時
間
短
縮

に
取
り
組
む
『
ゆ
と
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

対
　
象
　
県
内
の
事
業
所

● 

取
組
期
間
　

　
10
月
１
日（
水
）～
11
月
30
日（
日
）

● 

応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

　
に
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

募
集
期
限
　
９
月
30
日
（
火
）

● 

応
募
・
問
合
先
　

　
佐
賀
県
雇
用
労
働
課

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
１
０
０
）

（
　
０
９
５
２
㉕
７
３
０
５
）

● 

期
　
日
　

　
10
月
８
日（
水
）～
11
月
12
日（
水
）

※
毎
週
水
曜
日
、
全
６
回
（
１
回

当
た
り
約
３
時
間
）

● 
場
　
所  

伊
万
里
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル

● 

対
象
者
　
社
会
人
な
ら
だ
れ
で

　
も
受
講
可
能

● 

募
集
人
数
（
先
着
順
）　

　
午
前
コ
ー
ス
、
午
後
コ
ー
ス
と

も
に
48
人

● 

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
保
険

　
料
、
ゲ
ー
ム
・
貸
靴
代
、
教

材
費
を
含
む
）

● 

応
募
方
法
　

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
所
定

の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
・
問
合
先
　
市
ボ
ウ
リ
ン

　
グ
協
会
　
担
当
　
曽
我

（
☎
０
８
０
‐
８
３
５
３
‐ 

６
６
６
４
）

（
　
㉒
３
５
９
１
）

● 

日
　
時
　
10
月
11
日
（
土
）

ぼ
し
ゅ
う

ゆ
と
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

参

加

事

業

所

日
中
友
好
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

森
永
太
一
郎
翁
ゆ
か
り
の

地
巡
り
ツ
ア
ー
参
加
者

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ

教

室

受

講

生

障
害
者
パ
ソ
コ
ン

教

室

受

講

生
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土

木

に

ふ

れ

る

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

FAX

FAX

FAX

FAX

チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

伊万里市立花町827-5　（立花町渚エステインナツコ様うら）

TEL.0955-25-9179 FAX.0955-25-9193
(一社) 佐賀県宅地建物取引業協会会員  (公社) 全国宅地建物取引業保証協会会員 

当社HP
http://matsunagaf.com

検 索松永不動産 伊万里
佐世保↓佐世保↓

唐津↑
● 

● ●
サンティールさん ★ココ

セブンイレブンさん
市役所

立花小学校

お
部
屋
を
探
し
て…

　
　戸
建
が
い
い…

中
古
住
宅
を
探
し
た
い…

　
　売
り
た
い…

不
動
産
が
あ
る
け
ど

　
　ど
う
し
た
ら
い
い
？

日
々
の
く
ら
し
が

よ
り
良
い
も
の
に

な
る
よ
う
に
お
手
伝
い

し
ま
す

家賃で貯めよう！
T-POINT取扱店

九州朝日放送運営の専門家紹介サイトで掲載中！

● 

宅建業免許　佐賀県知事（1）第2394号
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広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社 三光までお願いします（☎㉓５８０８）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（10 日・24 日）                                      

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（４日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・3 火曜日
（２日・16 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 毎週月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※正午〜午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（19 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（11 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約

毎週金曜日
※祝日は除く

午前９時 30 分
〜午後３時 30 分 面接室

唐津年金
事務所

０９５５
５１６１

身障者相談 第４木曜日
（25 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課

社会福祉係
㉓２１５６心の健康相談 毎週月・火・木・

金曜日
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課
社会福祉係

● 市制60周年記念事業  伊万里市野球講演会
　６日（土）午後５時 30 分開会

（☎㉓２１１４）
● ＪＡ共済アンパンマン交通安全キャラバン
　７日（日）1 回目：午前 11 時開会
　　　　　　2 回目：午後２時開会

（☎㉓５５５７）
● 全国労働衛生週間説明会
　８日（月）午後２時開会（☎㉓４１５５）
● 伊万里看護学校准看護科創立50周年記念式典
　27 日（土）午後１時開始（☎㉓４６３５）

● 名画上映会（図書館ホール）
　21 日（日）午後２時 30 分〜４時５分
　『會

かい

議は踊る』（昭和６年、ドイツ、95 分）
　監督：エリック・シャレル
　出演：リリアン・ハーヴェイほか
● 子どもミニ上映会（のぼりがまのおへや）
　21 日（日）午後２時 30 分〜３時 23 分
　『チップとデール リスのいたずら合戦』（53分）
※変更する場合があります。
※催し物はすべて無料です。
● ９月の休館日
　１日、８日、15 日、22 日、23 日、29 日
　25 日（館内整理休館）
　30 日〜 10 月９日（特別整理休館）
※休館時は、資料の貸出や予約ができません。

また、資料に関する問い合わせもできない
場合があります。

市民図書館 ☎㉓４６４６

９ 月 の 行 事
市民センター ☎㉒３９１１

９月の市民相談

　市職員をかたって、家族の人数などの個人情報を聞き出す不審な電
話があっています。電話の内容は、「市役所からです。最近空き巣が
増えていますので注意してください。一人暮らしですか？何人家族で
すか？」などというものです。市職員が家庭に直接電話して、個人情
報を確認するようなことはありません。不審な電話が掛かったときは、
指示に従わず電話を切ってください。
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎㉓２１３３）

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷毎週月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

市職員を装う不審電話に注意！

家庭で
  できる！

今月の省エネと
　　　地球温暖化対策

冷蔵庫内には適度なすき間をつくりましょう
　冷蔵庫に食品などを詰め込みすぎると、冷却効率が悪くなり、電気
使用量も増えます。冷蔵庫いっぱいに詰め込んだ場合と、詰め込む量
を２分の１にして適度なすき間を作った場合を比較すると、
　年間で、電気 43.84kWh（約 960 円）の節約、二酸化炭素
15.3kg の削減になります。
　また、庫内を整理し、食品などを出し入れする際にドアの開閉時間
を短くすると、より省エネにつながります。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

72

一人で悩まず
ご相談ください

チャンネル

お知らせコーナー

を含みます

詳しい資料をお送りします。

を

電話 0955-22-2658

永代納骨料永代納骨料 永代維持管理料永代維持管理料

納骨時のお布施納骨時のお布施

※基本的にこれ以外の経費は今後一切かかり
　ません。継承者の心配もありません。 iタウンページ 検  索格岩寺

永代合祀墓「弥勒」永代合祀墓「弥勒」
えいだいごう  し    ぼ     み  ろくえいだいごう  し    ぼ     み  ろく

◆納骨料は5万円です

ご遺骨を土に還す合祀墓です。継承者の有無にかか
わらず格岩寺が永代にわたりお守りしてまいります。

宗派を超えて広く門戸を開いております。

臨済宗 格岩寺 法燈380年

◆ペットのお墓「君を忘れない」もそばに建立
（伊万里市幸善町・伊万里玉屋近く・伊万里川の畔）
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今
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
人
間
に
例
え
る
と
、
還
暦
を
迎
え
る
昭

和
29
年
の
午う
ま

年
生
ま
れ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
実
は
、
我
が
家
に
も
午
年
生
ま
れ
が
２
人

い
ま
す
。
こ
の
干え

支と

が
妙
に
気
に
な
り
調
べ
て

み
る
と
、
古
代
中
国
で
世
の
出
来
事
な
ど
を
統

計
的
に
分
析
し
、
時
流
の
変
化
を
予
測
す
る
学

問
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
、
日
本
で
も
政
治

や
日
常
生
活
の
場
で
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
今
年
の
干
支
は
『
甲

き
の
え

午う
ま

』。
活
発
な
行

動
力
を
持
つ
『
午
』
に
、躍
進
す
る
と
い
う
『
甲
』

の
性
質
が
加
わ
り
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味

で
も
、発
展
や
変
動
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
ま
す
。

振
り
返
っ
て
、
伊
万
里
市
の
情
勢
は
ど
う
か
と

い
う
と
、
西
九
州
自
動
車
道
の
延え

ん

伸し
ん

や
、
各
種

災
害
の
危
険
性
の
増
大
と
い
っ
た
変
動
の
要
因

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
干
支
自
体
は
非
科
学
的

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
こ
の
節
目
の
年
は
、
過

去
の
歴
史
や
先
人
の
努
力
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

地
域
や
市
の
将
来
を
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。（
拓
）

干潟でカブトガニの幼生を

放流する子どもたち

　
７
月
27
日
（
日
）、
牧
島
地
区
の
多
々
良
海
岸
で
『
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
産
卵
を
観
る
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。『
生
き
て
い
る
化
石
』

の
神
秘
的
な
営
み
を
観
察
し
よ
う
と
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約

１
５
０
人
の
観
客
が
見
守
る
中
、
９
組
の
つ
が
い
が
満
ち
潮
に

乗
っ
て
姿
を
現
し
、
泥
の
中
に
卵
を
産
み
つ
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
市
内
の
小
・
中
学
生
と
高
校
生
が
、
１
年
を
か
け

て
学
校
で
飼
育
し
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生
を
持
ち
寄
り
、
無
事
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
放
流
し
ま
し
た
。

　
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
卵
や
幼
生
は
、
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
10
年
余
り
の
歳
月
を
経
て
親
に
成
長
し
、
産
卵
の
た
め
に
こ

の
浜
辺
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

２
億
年
の
時
を
超
え
て

元気よく泥の中に潜る
カブトガニの幼生

ら

か

室

集

編人のうごき
平成 26 年８月１日現在
● 人口　57,052 人　　（− 15）
　　男　27,312 人　　（−   3）
　　女　29,740 人　　（− 12）
● 世帯　22,682 世帯    （＋ 18）

（　）は前月比

広報　　　　　 2014-9
● 発行日／平成 26 年９月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
● 印　刷／株式会社 三光

カブトガニの実物を体験

カブトガニの生態を解説する伊万里

高校理化・生物部の生徒の皆さん
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